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秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
60
周

年
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
昭
和
27

年
５
月
よ
り
、
本
県
の
民
間
社
会
福
祉

事
業
の
推
進
に
取
り
組
み
、
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
は
も
と
よ
り
本
会
を
は

じ
め
と
す
る
福
祉
団
体
・
社
会
福
祉
施

設
の
支
援
・
育
成
を
通
じ
、
地
域
住
民

の
生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
55
年
に
は
支
援
を
必
要
と
す
る

方
々
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
住
民
参
加
に
よ
る
日
常
生
活
支

援
で
あ
る
「
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
」、
平
成
17
年
に
は
こ
の
活
動
を
基

盤
に
、
地
域
住
民
を
福
祉
の
主
体
と
し

て
取
り
組
む
「
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ

ア
推
進
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。

　

昨
今
の
複
雑
・
多
様
化
す
る
生
活
福

祉
課
題
へ
対
応
し
、
地
域
福
祉
の
推
進

に
貢
献
し
て
お
ら
れ
る
、
貴
会
の
活
動

に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

社
協
と
民
生
委
員
は
車
の
両
輪
に
例

え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
大
変
密
接
に
関
係

し
な
が
ら
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
本
会
へ
の
御
支
援
・

御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
地
域
福
祉
の
更
な
る
充
実
・
発
展

を
目
指
し
た
、
よ
り
積
極
的
な
貴
会
の

活
動
の
展
開
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下

「
県
社
協
」）
が
、
こ
れ
ま
で
住
民
参
加

に
よ
る
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

等
の
推
進
役
と
な
り
、
指
導
的
役
割
を

果
た
し
て
い
る
今
日
、
設
立
60
周
年
を

迎
え
た
こ
と
に
対
し
、
関
係
各
位
の
御

尽
力
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、

昭
和
58
年
８
月
に
設
立
し
た
、
当
経
営

者
協
議
会
に
対
す
る
多
く
の
御
指
導
に

も
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
は
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
関

連
法
に
基
づ
き
、「
社
会
保
障
制
度
改

革
国
民
会
議
」
で
年
金
や
医
療
の
抜
本

的
な
改
革
を
協
議
す
る
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
制
度
改
革
の
進
展

の
度
合
い
に
関
わ
ら
ず
高
齢
、
障
害
、

児
童
、
保
育
等
の
各
分
野
に
お
け
る
諸

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の
必

要
性
に
変
化
は
な
く
、
む
し
ろ
増
大
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
福
祉
分
野
に
対

す
る
多
様
な
事
業
主
体
の
参
入
は
進

み
、
社
会
福
祉
法
人
の
高
い
公
益
性
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
各
社
会
福
祉
法
人
・

施
設
は
経
営
基
盤
を
安
定
化
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が

一
層
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

県
社
協
に
お
か
れ
て
は
、
こ
れ
か
ら

も
本
県
の
重
要
課
題
で
あ
る
少
子
高
齢

化
、
過
疎
化
と
核
家
族
化
の
進
行
等
に

伴
う
生
活
福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
各
関
係
機
関
、
団
体
等
と
幅
広
く

連
携
・
協
働
し
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
、
さ
ら
な
る
御
発
展
と
御
活
躍
を

心
か
ら
御
祈
念
い
た
し
ま
す
。

秋
田
県
民
生
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

協
議
会

会
長　

太
田　

春
海

「
秋
田
の
地
域
福
祉
の

発
展
を
期
待
し
て
」

秋田県社会福祉協議会60年のあゆみと明日への期待

秋田県社会福祉協議会設立60周年記念特集

　秋田県社会福祉協議会が今年で設立60周年を迎えたことを記念して、
福祉関係者の皆様から本会のこれまでのあゆみと、今後に期待するこ
とを綴っていただきました。

秋
田
県
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
　

経
営
者
協
議
会

会
長　

田
沼　

昭
男

「
更
な
る
指
導
性
を

期
待
す
る
」
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こ
の
た
び
は
、
秋
田
県
社
会
福
祉
協

議
会
（
以
下
「
県
社
協
」）
設
立
60
周

年
を
迎
え
た
こ
と
に
対
し
、
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下

「
市
町
村
社
協
」）
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
経
済
状
況
の
悪

化
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
な
ど
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
17
年
度
の
平
成
の
大
合
併
に
よ

り
、
市
町
村
数
は
69
か
ら
25
市
町
村
へ

と
減
り
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
き

め
細
や
か
な
地
域
福
祉
活
動
の
実
践
の

継
続
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
県
社
協
か

ら
は
、
合
併
協
議
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、

ま
た
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
地

域
福
祉
活
動
を
旧
市
町
村
域
で
も
展
開

で
き
る
よ
う
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
じ
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
地

域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
」
は
、

市
町
村
合
併
後
の
地
域
福
祉
の
推
進
や

こ
れ
ま
で
の
課
題
と
成
果
を
踏
ま
え
た

新
た
な
地
域
福
祉
の
構
築
と
い
う
意
味

で
、
ま
さ
し
く
時
宜
を
得
た
取
り
組
み

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
で
は
、
貴
会
の
活
動
計
画
に
も
あ

る
町
内
会
・
小
地
域
レ
ベ
ル
で
の
日
常

的
な
地
域
の
つ
な
が
り
や
、
要
援
護
者

で
あ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
安
全
に

避
難
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の
構
築
が

大
切
で
あ
る
と
改
め
て
認
識
し
ま
し

た
。

　

市
町
村
社
協
と
し
て
も
、
住
民
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
住
民
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
多
様
な
生
活
福
祉
課
題
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
県
社
協
の
御
指
導
と
御
支
援
を
切

に
願
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議

会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
御
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下

「
県
社
協
」）
が
設
置
し
て
い
る
秋
田
県

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
（
以
下
「
委
員

会
」）
は
、
秋
田
県
内
の
地
域
福
祉
の

諸
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
地
域
福
祉

向
上
に
役
立
て
る
方
策
を
考
え
て
い
く

委
員
会
で
す
。

　

県
内
の
社
会
福
祉
関
係
者
の
方
々
が

委
員
と
な
り
、
老
人
・
障
が
い
者
・
母

子
・
児
童
福
祉
な
ど
の
領
域
を
網
羅
し

て
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
県
に
お

い
て
は
児
童
虐
待
や
高
齢
者
虐
待
、
Ｄ

Ｖ
被
害
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
増
大
、

自
殺
対
策
、
高
齢
者
の
安
全
安
心
の
た

め
の
取
り
組
み
な
ど
が
、
地
域
福
祉
の

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
多
様
な
課
題
へ
の
対
応

と
し
て
、
平
成
17
年
度
か
ら
全
県
的
に

進
め
て
い
る
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

推
進
事
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は

県
社
協
と
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
が

一
体
と
な
っ
て
展
開
し
て
い
る
全
国
で

も
先
駆
的
な
地
域
福
祉
モ
デ
ル
事
業
で

あ
り
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の

強
化
や
Ｃ
Ｓ
Ｗ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
の
養
成
と
資

質
向
上
な
ど
に
お
い
て
、
成
果
を
あ
げ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
福
祉
活
動

計
画
（
あ
き
た
の
幸
せ
発
展
プ
ラ
ン
）

を
見
直
し
、
県
内
の
状
況
に
即
応
し
た

地
域
福
祉
活
動
の
充
実
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
で
は
地
域

に
お
け
る
「
新
た
な
支
え
合
い
」
の

確
立
や
、「
新
し
い
公
共
」
と
し
て
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
多
様
な
住
民
団
体
に
よ

る
地
域
づ
く
り
の
推
進
な
ど
が
、
地
域

福
祉
の
新
た
な
方
向
性
と
し
て
注
目
さ

れ
、
今
後
そ
う
し
た
と
こ
ろ
と
の
連
携

も
検
討
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
委
員
会
で
は
、
23
年
度
、「
精

神
障
害
に
対
す
る
理
解
向
上
と
早
期
発

見
・
治
療
」、「
児
童
相
談
所
の
機
能
強

化
」、「
実
態
に
合
わ
せ
た
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
な
ど
の
課
題
を

行
政
当
局
に
政
策
要
望
と
し
て
提
出
す

る
な
ど
、
現
場
の
声
を
反
映
す
る
形
で

秋
田
県
の
福
祉
行
政
に
も
寄
与
し
て
お

り
、
60
周
年
を
機
に
今
後
さ
ら
な
る
取

り
組
み
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

秋
田
県
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

本
橋　
　

豊

「
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
が

取
り
組
む
地
域
福
祉
の
課
題
」

秋
田
県
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会

会
長　

本
間　

達
雄

「
地
域
福
祉
推
進
の
中
核

と
し
て
の
役
割
発
揮
を
」
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１
．
地
域
の
動
き

　

こ
こ
10
年
間
、
長
引
く
経
済
不
況
と

深
刻
な
雇
用
情
勢
の
悪
化
は
県
民
の
暮

ら
し
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
先
の
国
勢
調
査
に
お
い
て
全

国
一
の
高
齢
県
に
転
じ
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
の
単
身
世
帯
や
夫
婦
の
み
の
世

帯
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
な
ど
要
援

護
世
帯
の
方
々
も
増
え
続
け
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
分
権
の
推
進
が
日
本

の
行
財
政
改
革
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
１
つ

と
言
わ
れ
る
な
か
、
市
町
村
の
合
併
も

地
域
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
本
県
で
は
合
併
前
69
か
ら
25
市
町

村
と
な
り
、
特
に
市
町
村
社
協
に
お
い

て
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
エ
リ
ア
の
拡

大
に
伴
い
、
事
業
の
見
直
し
も
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
市
町
村
社
協
支
援
の
動
き

　

・
市
町
村
合
併
へ
の
支
援

　

平
成
16
年
11
月
、
県
内
ト
ッ
プ
を

き
っ
て
千
畑
町
、
六
郷
町
、
仙
南
村
社

会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、「
社
協
」）
が

美
郷
町
社
協
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

県
社
協
で
は
、
合
併
に
向
け
て
県
内
社

協
の
認
可
手
続
き
は
無
論
の
こ
と
、
組

織
、
財
政
、
事
業
、
会
費
、
職
員
体
制

等
全
般
に
わ
た
る
課
題
を
当
該
社
協
と

整
理
し
つ
つ
、
平
成
16
年
～
17
年
度
で

延
べ
２
０
０
回
に
わ
た
り
市
町
村
社
協

合
併
の
円
滑
な
移
行
に
対
し
、
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

　

・「
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進

　
　

 

事
業
」
の
立
ち
上
げ
と
推
進

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
核
家
族
化
、

低
迷
す
る
経
済
情
勢
に
よ
る
生
活
不

安
、
虐
待
、
引
き
こ
も
り
な
ど
生
活
福

祉
課
題
が
拡
大
か
つ
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
、
従
来
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

を
基
盤
に
、
住
民
や
地
域
が
抱
え
る
課

題
解
決
に
向
け
、「
総
合
相
談
」「
住
民

参
加
に
よ
る
支
え
合
い
の
人
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
」
を
行
う
「
地
域
福
祉
ト
ー

タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
」
を
平
成
17
年
度

か
ら
市
町
村
社
協
と
協
働
で
取
り
組
み

ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
通
じ
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
福
祉
で
ま
ち
づ

く
り
」
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

３
．
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
（
日
常
生

　
　

活
自
立
支
援
事
業
）
の
充
実

　

利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
主
体
的
に
選

択
で
き
る
よ
う
、
介
護
保
険
法
を
皮
切

り
に
、
利
用
契
約
制
度
に
改
め
ら
れ
、

サ
ー
ビ
ス
の
自
己
決
定
を
支
援
す
る
仕

組
み
と
し
て
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

が
平
成
11
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
県
内
で
は
当
初
３
地
区
に
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
認
知
症

や
知
的
・
精
神
障
害
等
に
よ
り
判
断
能

力
が
低
下
し
て
き
て
い
る
人
へ
の
援
助

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
利
用
・
契
約

件
数
の
増
加
に
伴
い
、
段
階
的
に
３
カ

所
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
増
設
し
、

事
業
の
充
実
を
図
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。４．

雇
用
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

　

平
成
19
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に

端
を
発
し
た
世
界
金
融
危
機
を
受
け

て
、
わ
が
国
で
も
雇
用
情
勢
が
急
速
に

悪
化
し
ま
し
た
。
国
の
雇
用
確
保
対
策

事
業
と
し
て
本
県
で
も
平
成
21
年
度
か

ら
３
年
間
「
福
祉
人
材
等
求
人
開
拓
事

業
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
緊
急
雇
用
対

策
事
業
」を
実
施
。
就
労
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
に
よ
る
事
業
所
訪
問
を
通

し
、
求
人
の
開
拓
を
進
め
、
３
年
間
で

６
，４
３
３
人
の
求
人
数
を
確
保
す
る

な
ど
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま

す
。
24
年
度
は
、
福
祉
従
事
者
の
求
人

開
拓
と
定
着
化
促
進
を
図
る
た
め
、
新

た
な
「
福
祉
人
材
確
保
支
援
事
業
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、「
介
護
職
へ

の
キ
ャ
リ
ア
転
換
就
労
支
援
事
業
」
な

ど
に
よ
る
、
離
職
者
へ
の
就
労
支
援
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

５
．
生
活
福
祉
資
金
の
動
き

　

バ
ブ
ル
景
気
崩
壊
後
の
長
引
く
不
況

等
を
受
け
「
リ
ス
ト
ラ
対
策
」
な
ど
の

失
業
対
策
が
社
会
問
題
化
し
て
お
り
ま

す
。
国
は
そ
の
対
策
の
一
環
と
し
て
、

「
離
職
者
支
援
資
金
」、
高
齢
者
が
住
み

「
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
60
周
年
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
最
近
10
年
の
あ
ゆ
み
～

　

こ
の
10
年
間
は
、
社
会
福
祉
制
度
・
政
策
の
変
革
の
時
で
あ
り
、
ま
た
、

市
町
村
合
併
、
大
震
災
な
ど
、
地
域
の
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
時
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、「
県
社
協
」）
で

は
「
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
」「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
養
成
」「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
」
の
実
施
、
さ
ら

に
高
齢
者
、
障
害
者
の
権
利
擁
護
事
業
（
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
）、
運

営
適
正
化
委
員
会
、
福
祉
従
事
者
の
確
保
、
民
生
委
員
活
動
の
活
性
化
、
生

活
福
祉
資
金
の
貸
付
な
ど
時
代
の
要
請
に
応
じ
な
が
ら
積
極
的
に
事
業
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

　

県
社
協
が
昭
和
27
年
５
月
の
設
立
か
ら
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
こ

10
年
の
主
な
動
き
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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慣
れ
た
自
宅
で
長
期
に
生
活
す
る
た

め
、
土
地
を
担
保
に
貸
付
す
る
「
不
動

産
担
保
型
生
活
資
金
」、
平
成
15
年
の

「
緊
急
小
口
資
金
」、
平
成
19
年
の
「
要

保
護
世
帯
向
け
長
期
支
援
資
金
」、
ま

た
、
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
世
帯
等
に
対

し
福
祉
資
金
の
特
例
貸
付
け
（
生
活
復

興
支
援
資
金
）
を
創
設
し
、
本
会
が
窓

口
と
な
り
、
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

６
．
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
県
社

　
　

協
の
取
り
組
み

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
北
地
方
太

平
洋
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
の
巨
大

地
震
が
発
生
。
沿
岸
部
で
は
、
津
波
に

よ
る
被
害
、
ま
た
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
も
重
な
り
１
万
５
千
人

以
上
が
亡
く
な
り
、
30
万
人
以
上
が
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
に
は
全
国

の
社
協
が
支
援
に
入
り
ま
し
た
。
本
県

か
ら
も
岩
手
県
社
協
と
大
船
渡
市
社
協

へ
、
延
べ
１
５
０
名
の
県
・
市
町
村
社

協
職
員
が
派
遣
さ
れ
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
を
支
援
し

ま
し
た
。

県社協創設50周年以降の社協の主な動き
（平成15年以降の国の動き） （平成15年以降の県内社会福祉協議会の動き）

平成15年

障害者支援費制度施行
厚生労働省「2015年の高齢者介護」とり
まとめ
「次世代育成支援対策推進法」成立
「少子化社会対策基本法」交付
「新障害者プラン」策定

・市町村社会福祉協議会強化発展研究委員会の開催
・市町村社会福祉協議会合併協議会への財政支援始まる。
・ふれあいのまちづくり事業への支援（二ツ井町・仙南村・山本町・由利町・大潟村）
・ふれあい・子育てサロン推進事業（全社協から受託）
・「長期生活支援資金」「緊急小口資金」の創設
・介護支援資金貸付事業の受託・運営
・「しあわせサポートプラン21」策定

平成16年

「少子化社会対策大綱」決定
新潟県中越地震発生

・「小地域福祉コミュニティ推進研究委員会」「ケアマネジメント研究委員会」を設置し、地
　域の現状課題について調査・研究する。
・「災害ボランティアコーディネーター養成研修会」開催
・市町村社会福祉協議会合併協議会等への支援
・「地域福祉トータルケア推進事業」役員会で承認される。
・市町村合併始まる　美郷町（千畑町、六郷町、仙南村）

平成17年

「個人情報保護法」施行
「身体障害者雇用促進法」改正
「介護保険法」改正（平成18年４月施行）
（予防重視型システム、地域密着型サービ
スの創設）
「障害者自立支援法」公布（平成18年４月施行）
「高齢者虐待防止法」公布（平成18年４月施行）
合計特殊出生率が過去最低の1.26人

・「地域福祉トータルケア推進事業」モデル社協指定
　湯沢市、美郷町、藤里町が指定される
　19市町村社協（旧市町村単位で33社協）がトータルケア事業に取り組む。
　19市町村社協にトータルケア事業の財政支援実施
・「市町村地域福祉活動計画」策定への支援開始
・あきた車いすリサイクリング事業開始
・「平成18年豪雪」により「秋田県災害ボランティア支援センター」設置除雪ボランティアを
　募集
・第７回全国障害者スポーツ大会（わか杉大会）に向けたサポーター養成事業始まる

平成18年

「公益法人制度改革関連法」成立
「認定こども園設置法」公布（平成18年
10月施行）
「公益通報者保護法」施行

・秋田県社会福祉会館の指定管理を受ける
・「秋田県社会福祉協議会あり方検討会」設置
・「地域福祉トータルケア推進事業」25市町村社協実施
　役職員による市町村社協支援110回
・トータルケア推進セミナーを藤里町で開催
・第７回全国障害者スポーツ大会（わか杉大会）に向けて「ふれあい広場実行委員会」を組織）
・市町村社会福祉協議会連絡協議会設立
・「災害時における社会福祉施設情報ネットワーク」を立ち上げ

平成19年

コムスン問題発覚
新潟県中越沖地震発生
国連「障害者の権利条約」に署名
社会福祉福祉士及び介護福祉士法改正
老人福祉法改正

・豪雨災害で「災害ボランティア支援センター」設置
・第７回全国障害者スポーツ大会（わか杉大会）「ふれあい広場」の設置・運営
・「地域福祉権利擁護事業」能代山本地区サポートセンター設置
・第三者評価事業始まる

平成20年
「新待機児童ゼロ作戦」発表
後期高齢者医療制度の創設
リーマンショックによる金融危機

・「地域福祉実践研究セミナー」を日本地域福祉研究所と共催で藤里町で開催
・緊急雇用対策のため「介護職へのキャリア転換就労支援事業」の受託
・事務局機構を二部制にする（総務企画部・地域福祉部）

平成21年

第４次介護保険事業計画スタート ・地域福祉推進委員会の組織再編
　「地域支え合いの仕組みづくり検討委員会」「自治会区福祉推進事業検討委員会」「安心づく
　り検討委員会」の設置
・地域福祉活動計画「あきたの幸せ・発展プラン」策定　
・緊急雇用対策のため①「福祉人材求人等開拓事業」
　②「複数事業所連携事業」③「職場体験事業」を受託
・「地域福祉権利擁護事業」大仙・仙北地区サポートセンター設置

平成22年
子ども子育てビジョン策定 ・住民相互の有償による「生活支援ネットワーク事業」手引書作成

・災害遺児愛護基金事業の実施（災害遺児愛護協会から移管）
・「地域福祉権利擁護事業」鹿角地区サポートセンター設置

平成23年

東日本大震災（平成23年３月11日）

障害者虐待防止法成立

・３月17日「秋田県災害支援ボランティアセンター」設置
　支援ボランティアの募集・登録を行い被災地支援に努める
　市町村社協と協働し災害ボランティアコーディネーターを被災地に派遣
・地域福祉を担うコミュニティソーシャルワーカーの養成終了
　全県で154名が研修終了
・「東日本大震災」への支援
　災害支援ボランティアの登録、被災地支援ボランティアバスの運行バス66台、延べ1610名
の派遣
　岩手県災害ボランティアセンター、大船渡市災害ボランティアセンターへの支援

平成24年

障害者総合支援法の成立

介護保険法等の一部改正
法成立（24年度４月施行）
（地域ケアシステムの推進、24時間対応
型の定期巡回サービス等）

・「あきたの幸せ・発展プラン」の補充版策定

・「地域福祉権利擁護事業」中央地区サポートセンター専門員増員



6

社会福祉あきた№323

▪
は
じ
め
に

　

平
成
23
年
６
月
17
日
に
、「
障
害
者

虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対

す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」（
以
下

「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」）
が
議
員
立
法

に
よ
り
国
会
に
お
い
て
可
決
、
成
立
し
、

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
障
害
者
虐
待
防
止
法
の
施

行
に
向
け
て
、
制
度
の
概
要
及
び
県
内

に
お
け
る
体
制
整
備
の
状
況
等
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

▪
制
定
の
背
景

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
の
制
定
の
背
景

に
は
、
障
害
者
虐
待
事
件
が
後
を
絶
た

ず
社
会
問
題
化
し
て
い
る
と
い
う
事
実

が
あ
り
ま
す
。「
水
戸
ア
カ
ス
事
件
」

（
職
場
で
の
知
的
障
害
者
に
対
す
る
身

体
的
・
性
的
虐
待
）、「
滋
賀
サ
ン
・
グ

ル
ー
プ
事
件
」（
職
場
の
上
司
か
ら
知

的
障
害
者
に
対
す
る
経
済
的
・
身
体
的

虐
待
）、「
福
岡
カ
リ
タ
ス
の
家
事
件
」

（
知
的
障
害
者
施
設
の
職
員
に
よ
る
身

体
的
虐
待
）
な
ど
こ
れ
ま
で
に
大
き
く

報
道
さ
れ
た
事
件
以
降
も
、
施
設
や
職

場
に
お
け
る
虐
待
が
後
を
絶
た
ず
、
ま

た
、
家
庭
や
学
校
な
ど
日
常
生
活
の
至

る
所
で
障
害
者
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
事

例
ま
た
は
虐
待
を
生
じ
さ
せ
る
リ
ス
ク

が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

障
害
者
基
本
法
や
障
害
者
自
立
支
援

法
な
ど
、
既
存
の
法
令
等
に
お
い
て
も
、

障
害
者
虐
待
の
防
止
や
障
害
者
の
権
利

擁
護
に
係
る
規
定
は
存
在
し
て
い
ま
し

た
が
、
本
法
に
よ
り
、
障
害
者
虐
待
防

止
等
に
係
る
国
や
地
方
公
共
団
体
、
住

民
等
の
責
務
が
明
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
制
度
と
し
て
は
、
児
童
虐
待
防
止

法
（「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
」
平
成
12
年
）、
Ｄ
Ｖ
防
止
法
（「
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者

の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
平
成
13
年
）、

高
齢
者
虐
待
防
止
法
（「
高
齢
者
虐
待

の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る

支
援
等
に
関
す
る
法
律
」
平
成
17
年
）

に
次
ぐ
虐
待
防
止
法
の
整
備
と
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
の
児
童
・
配
偶
者
・

高
齢
者
と
い
っ
た
年
齢
や
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
限
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、

障
害
者
に
定
義
さ
れ
る
者
は
年
齢
等
に

関
わ
ら
ず
原
則
的
に
支
援
等
の
対
象
と

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

▪
法
律
の
概
要

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
は
、
障
害
者
虐

待
が
障
害
者
の
尊
厳
を
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
障
害
者
の
自
立
や
社
会
参
加
に

と
っ
て
虐
待
を
防
止
す
る
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
虐
待
の
防

止
や
早
期
発
見
、
虐
待
を
受
け
た
障
害

者
に
対
す
る
保
護
や
自
立
の
支
援
、
養

護
者
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と

に
よ
り
障
害
者
の
権
利
利
益
を
養
護
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
（
第
１
条
）、
国

や
地
方
公
共
団
体
等
に
障
害
者
虐
待
を

防
止
す
る
た
め
の
責
務
等
を
課
す
る
と

と
も
に
、
障
害
者
虐
待
を
受
け
た
と
思

わ
れ
る
障
害
者
を
発
見
し
た
者
に
対
す

る
通
報
義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
障
害
者
と
は
障
害
者
基

本
法
第
２
条
第
１
号
に
規
定
す
る
障
害

者
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

身
体
障
害
、知
的
障
害
、精
神
障
害
（
発

達
障
害
を
含
む
。）
な
ど
心
身
の
機
能

の
障
害
が
あ
る
者
以
外
の
、
例
え
ば
障

害
者
手
帳
を
取
得
し
て
い
な
い
場
合
も

含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
児
童
虐
待
防

止
法
が
適
用
さ
れ
る
18
歳
未
満
の
児
童

や
高
齢
者
虐
待
防
止
法
が
適
用
さ
れ
る

65
歳
以
上
の
高
齢
者
も
定
義
上
含
ま
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
虐
待
防
止
法
と
同
様

に
、
障
害
者
本
人
に
加
え
、
家
族
や
親

族
な
ど
障
害
者
を
養
護
す
る
者
も
支
援

の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特

色
で
す
。

▪
虐
待
の
定
義
等

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
障
害
者

虐
待
に
該
当
す
る
行
為
を
、
①
身
体
的

虐
待
、
②
性
的
虐
待
、
③
心
理
的
虐
待
、

④
放
置
・
放
任
（
い
わ
ゆ
る
ネ
グ
レ
ク

ト
）
及
び
⑤
経
済
的
虐
待
の
５
行
為
と

し
、
虐
待
が
発
生
す
る
状
況
等
か
ら
障

害
者
虐
待
を
「
養
護
者
に
よ
る
障
害
者

虐
待
」、「
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等

に
よ
る
障
害
者
虐
待
」、「
使
用
者
に
よ

る
障
害
者
虐
待
」
の
３
つ
に
分
類
し
て

  
障
害
者
虐
待
防
止
法
の
施
行
と
秋
田
県
に
お
け
る

  
虐
待
防
止
体
制
に
つ
い
て秋

田
県
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課
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い
ま
す
。

　
「
養
護
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
」
と

は
、
障
害
者
の
身
辺
の
世
話
や
介
助
、

金
銭
管
理
を
行
う
家
族
や
親
族
等
が
行

う
虐
待
で
あ
り
、
経
済
的
虐
待
の
み
障

害
者
の
親
族
に
よ
る
行
為
が
含
ま
れ
ま

す
。
な
お
、
18
歳
未
満
の
障
害
児
に
対

す
る
養
護
者
の
虐
待
に
係
る
通
報
や
通

報
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
児
童

虐
待
防
止
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
「
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ

る
障
害
者
虐
待
」
と
は
、
障
害
者
自
立

支
援
法
等
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施

設
ま
た
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

等
の
業
務
に
従
事
す
る
者
が
行
う
虐
待

を
い
い
ま
す
。
高
齢
者
関
係
施
設
に
入

所
す
る
障
害
者
（
65
歳
未
満
の
者
を
含

む
。）
に
対
す
る
虐
待
に
は
高
齢
者
虐

待
防
止
法
が
、
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

す
る
児
童
等
に
対
す
る
虐
待
に
は
児
童

虐
待
防
止
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
「
使
用
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
」
と

は
、
障
害
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
等
が

行
う
虐
待
で
、
上
記
２
つ
の
虐
待
と
異

な
り
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
障
害
者
虐
待

防
止
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
学
校
、

病
院
及
び
保
育
所
等
の
長
に
は
職
員
等

に
対
す
る
研
修
の
実
施
や
普
及
啓
発
、

相
談
体
制
の
整
備
な
ど
虐
待
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
通
報
義
務
や
市
町
村

に
よ
る
立
入
調
査
権
、
虐
待
情
報
の
公

表
等
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

個
別
の
虐
待
防
止
法
の
適
用
関
係
に

つ
い
て
は
、
資
料
１
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

▪
国
等
の
責
務
等

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
障
害
者

虐
待
を
発
見
し
た
人
に
通
報
義
務
を
課

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
応
す
る
形
で

先
で
述
べ
た
３
つ
の
虐
待
に
つ
い
て
、

通
報
を
受
理
し
、
調
査
、
支
援
等
を
行

う
実
施
機
関
を
定
め
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
養
護
者
、
障
害
者
福
祉
施
設
従

事
者
等
に
よ
る
虐
待
は
市
町
村
が
通
報

先
と
な
り
、
使
用
者
に
よ
る
虐
待
は
市

町
村
ま
た
は
都
道
府
県
が
通
報
先
と
な

り
ま
す
。（
資
料
２
参
照
）

　

通
報
を
受
け
た
市
町
村
及
び
都
道
府

県
に
は
通
報
義
務
者
に
係
る
情
報
の
守

秘
義
務
が
あ
り
、
そ
の
違
反
に
対
し
て

は
罰
則
が
規
定
さ
れ
る
な
ど
、
通
報
者

の
保
護
が
担
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
町
村
に
家
庭
へ
の
立
入
調
査
権
や
養

護
者
の
面
会
制
限
等
の
権
限
が
付
与
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
市
町
村
の
担
当
部
局

等
が
「
市
町
村
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
」
を
、
都
道
府
県
の
担
当
部
局
等

が
「
都
道
府
県
障
害
者
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
」
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。（
具
体
的
な
役
割
等
に
つ

い
て
は
次
項
参
照
）

▪
市
町
村
、
都
道
府
県
の
具
体
的
な

　 

役
割
と
責
務

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
市
町
村

に
次
の
役
割
と
責
務
を
定
め
て
い
ま

す
。

障害者虐待における虐待防止法制の対象範囲
○障害者虐待の発生場所における虐待防止法制を法別・年齢別整理
　　所在 

　　場所 

年齢　　

在宅

（養護者
・保護者）

福祉施設

企業

学校

病院

保育所

障害者自立支援法 介護保
険法等 児童福祉法

障害福祉
サービス
事業所

（入所系、
日中系、訪
問系、ＧＨ

等含む）

相談支援
事業所

高齢者
施設

障害児
入所施設

等

相談支援
事業所等

18歳未満

児童虐待
防止法　

・被虐待
者支援　

（都道府県）
※

障害者虐
待防止法

・適切な
権限行使

（都道府県
市町村）

障害者虐
待防止法

・適切な
権限行使

（都道府県
市町村）

－

改正児童
福祉法　

･適切な
権限行使

（都道府県）

適用法令
なし　　

※障害児相談
支援事業所に
ついては､ 障
害者虐待防止
法の省令で規
定することを
検討　　　　

障害者虐
待防止法

・適切な
権限行使

（都道府県
労働局）

障害者虐
待防止法

・間接的
防止措置

（施設長）

18歳以上
65歳未満

障害者虐
待防止法

・被虐待
者支援　

（市町村）

－

【20歳まで】

－
－

【特定疾患
40歳以上】

65歳以上

障害者虐
待防止法
高齢者虐
待防止法

・被虐待
者支援　

（市町村）

高齢者虐
待防止法

・適切な
権限行使

（都道府県
市町村）

－ －

※養護者への支援は18歳未満の場合でも障害者虐待防止法
　なお、配偶者から暴力を受けている場合は、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律の対象にもなる。

出典：「市町村・都道府県における障害者虐待の防止と対応」

資料１
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①
通
報
、
届
出
を
受
け
た
場
合
の
速
や

か
な
障
害
者
の
安
全
確
認
、
事
実
確
認

等②
虐
待
を
受
け
た
障
害
者
の
一
時
保
護

措
置

③
成
年
後
見
制
度
の
利
用
開
始
に
関
す

る
審
判
の
請
求

④
立
入
調
査
の
実
施
、
警
察
署
に
対
す

る
援
助
要
請

⑤
養
護
者
の
面
会
制
限

⑥
養
護
者
に
対
す
る
支
援
（
相
談
、
指

導
、
助
言
等
）

⑦
障
害
者
福
祉
施
設
等
従
事
者
に
よ
る

虐
待
に
係
る
通
報
ま
た
は
届
出
受
理
時

の
事
実
確
認
、
都
道
府
県
へ
の
報
告

⑧
使
用
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
の
通
報

ま
た
は
届
出
受
理
時
の
都
道
府
県
の
通

知
な
ど
。

　

ま
た
、
市
町
村
の
障
害
福
祉
担
当
部

局
ま
た
は
設
置
す
る
施
設
が
、
法
に
定

め
る
「
市
町
村
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、

①
障
害
者
虐
待
防
止
に
係
る
通
報
ま
た

は
届
出
の
受
理

②
養
護
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
の
防
止

及
び
虐
待
を
受
け
た
障
害
者
の
保
護
の

た
め
の
相
談
、
指
導
等

③
障
害
者
虐
待
の
防
止
及
び
養
護
者
に

対
す
る
支
援
に
関
す
る
広
報
、
啓
発
の

業
務
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
都
道
府
県
に
は
次
の
責
務
と

役
割
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
障
害
者
福
祉
施
設
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
に
対
す
る
社
会
福
祉
法

等
に
基
づ
く
監
督
権
限
の
行
使

②
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る

虐
待
に
係
る
措
置
等
の
公
表

③
使
用
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
の
都
道

府
県
労
働
局
へ
の
報
告
な
ど
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
の
障
害
福
祉
担
当

部
局
ま
た
は
設
置
す
る
施
設
が
、
法
に

定
め
る
「
都
道
府
県
障
害
者
権
利
擁
護

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

①
使
用
者
虐
待
に
係
る
通
報
ま
た
は
届

出
の
受
理

②
市
町
村
が
行
う
措
置
に
関
す
る
調

整
、
情
報
提
供
等

③
障
害
者
及
び
養
護
者
支
援
に
関
す
る

相
談
、
情
報
提
供
、
助
言
等
の
業
務
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
障
害
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
及
び
都
道
府
県
障
害
者
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
も
、
そ
の
業
務

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
委
託
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▪
県
内
の
体
制
整
備
状
況
等

　

県
で
は
、
平
成
24
年
３
月
に
、
障
害

者
虐
待
防
止
に
関
す
る
基
礎
知
識
の
習

得
や
障
害
者
の
権
利
擁
護
に
関
す
る
意

識
啓
発
、
市
町
村
等
の
虐
待
防
止
体
制

整
備
を
促
進
す
る
た
め
、「
障
害
者
虐

待
防
止
・
権
利
擁
護
研
修
」
を
秋
田
県

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
開
催
し
ま

し
た
。
本
研
修
で
は
、
市
町
村
担
当
職

員
、
障
害
福
祉
施
設
等
の
管
理
者
等
、

相
談
支
援
事
業
所
職
員
な
ど
１
０
８
名

が
受
講
し
、
障
害
ゆ
え
に
生
じ
る
虐
待

障害者虐待防止のスキーム
養護者による障害者虐待

[市町村の責務] 相談等、居室確保、連携確保

　　　　　　通報 ①事実確認（立入調査等）
②措置（一時保護、後見審判請求）

市町村
虐待
発見

障害者福祉施設従事者等による障害者虐待
[設置者等の責務] 当該施設等における障害者に対する虐待防止等のための措置を実施

　　　　　 通報　　　　　　　報告 ①監督権限等の適切な行使
②措置等の公表

都道府県

市町村
虐待
発見

使用者による障害者虐待
[事業主の責務] 当該事業所における障害者に対する虐待防止等のための措置を実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 報告
　　　　　 通報

　　　　　　　　　　　　　
通知

①監督権限等の
　適切な行使　
②措置等の公表

労働局
都道府県

市町村
虐待
発見

資料２
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構
造
や
障
害
特
性
に
応
じ
た
支
援
方
法

等
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
虐
待
想

定
事
例
に
基
づ
く
演
習
に
よ
り
、
虐
待

事
案
が
発
生
し
た
際
の
対
応
方
法
等
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

県
が
平
成
24
年
９
月
に
実
施
し
た
各

市
町
村
の
体
制
状
況
調
査
で
は
、
県
内

25
市
町
村
の
う
ち
、
24
市
町
村
が
直
営

で
、
１
町
が
委
託
に
よ
り
市
町
村
障
害

者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
と

回
答
し
て
お
り
ま
す
が
、
法
施
行
に
あ

た
っ
て
は
、
全
市
町
村
で
滞
り
な
く
体

制
整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
、

法
の
周
知
、
特
に
住
民
へ
の
通
報
義
務

の
周
知
徹
底
な
ど
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
県
障
害
者
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
県
障
害
福
祉
課
内

（
県
本
庁
２
階
）
に
設
置
し
、
同
課
職

員
が
そ
の
業
務
に
携
わ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
資
料
３
）

▪
今
後
の
体
制
構
築
に
向
け
て

　

障
害
者
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
は
、

福
祉
の
場
面
だ
け
で
発
生
す
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
法
施
行
後
は
、
障
害
者
自

立
支
援
協
議
会
や
障
害
者
福
祉
施
設
、

相
談
支
援
事
業
所
等
と
適
切
に
連
携
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
労
働
や
教

育
分
野
と
の
連
携
や
、
高
齢
者
虐
待
や

児
童
虐
待
な
ど
既
存
の
制
度
と
の
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
虐
待
の
未
然
防
止
や

早
期
発
見
、
迅
速
な
対
応
、
体
制
整
備

や
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
で
は
、
各
自
治
体
に
障
害

者
虐
待
の
状
況
調
査
を
予
定
し
て
お

り
、
今
後
は
、
各
市
町
村
の
虐
待
の
傾

向
や
件
数
、
対
応
状
況
な
ど
が
明
ら
か

に
な
っ
て
く
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
町
村
、
障
害
者
福
祉
施
設
等
、
障
害

者
雇
用
を
行
う
事
業
所
等
に
お
い
て

は
、
国
が
提
示
し
た
障
害
者
虐
待
防
止

マ
ニ
ュ
ア
ル
「
市
町
村
・
都
道
府
県
に

お
け
る
障
害
者
虐
待
の
防
止
と
対
応
」

な
ど
を
参
考
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る

障
害
者
虐
待
防
止
の
た
め
の
体
制
整
備

を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
関
係

職
員
や
地
域
住
民
等
の
意
識
醸
成
等
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

資料３
○市町村障害者虐待防止センター一覧（予定を含む。）

名称（設置場所） 所 　 在 　 地 電話番号
秋 田 市 秋田市障がい者虐待防止センター 〒010―8560　秋田市山王一丁目１番１号 018―866―8835
能 代 市 福祉課ふれあい福祉係障害者虐待防止担当 〒016―8501　能代市上町１番３号 0185―89―2152
横 手 市 横手市障害者虐待防止センター 〒013―0023　横手市中央町８番２号 0182―35―2132
大 館 市 大館市障害者虐待防止センター（仮称） 〒017―0897　大館市字三ノ丸103番地４ 0186―43―7052
男 鹿 市 男鹿市福祉事務所 〒010―0595　男鹿市船川港船川字泉台66番地１ 0185―24―9120
湯 沢 市 湯沢市障害者虐待防止センター 〒012―0824　湯沢市佐竹町３番37号 0183―73―2111（内517）
鹿 角 市 鹿角市障害者虐待防止相談窓口 〒018―5201　鹿角市花輪字下花輪50番地 0186―30―0238
由利本荘市 由利本荘市障がい者虐待防止センター 〒015―8501　由利本荘市尾崎17番地 0184―24―6314

潟 上 市 潟上市障害者虐待防止センター 〒018―1401　潟上市昭和大久保字堤の上１番地３
　　　　　　（市役所社会福祉課内） 018―855―5112

大 仙 市 大仙市健康福祉部生活支援課 〒014―8601　大仙市大曲花園町1番１号 0187―63―1111
北 秋 田 市 北秋田市健康福祉部福祉課障がい福祉班 〒018―3392　北秋田市花園町19番１号 0186―62―6637
に か ほ 市 にかほ市障害者虐待防止センター 〒018―0492　にかほ市平沢字鳥ノ子渕21 0184―32―3034
仙 北 市 仙北市障がい者虐待防止センター 〒014―0592　仙北市西木町上荒井字古堀田47 0187―43―2288
小 坂 町 小坂町障害者虐待防止センター 〒017―0201　小坂町小坂字上前田７－１ 0186―29―2950
上小阿仁村 上小阿仁村障害者虐待防止センター 〒018―4494　上小阿仁村小沢田字向川原118番地（役場住民福祉課内） 0186―77―2222
藤 里 町 藤里町障害者虐待防止センター 〒018―3201　藤里町藤琴字三ッ谷脇40 0185―79―2848
三 種 町 三種町障害者虐待防止センター 〒018―2401　三種町鵜川字岩谷子８（役場福祉課内） 0185―85―2190
八 峰 町 八峰町障害者虐待防止センター 〒018―2502　八峰町峰浜目名潟字目長田118 0185―76―4608
五 城 目 町 五城目町障害者虐待防止センター 〒018―1792　五城目町西磯ノ目一丁目１－１ 018―852―5128
八 郎 潟 町 八郎潟町障害者虐待防止センター 〒018―1692　八郎潟町字大道80 018―875―5808

井 川 町 井川町障害者虐待防止センター 〒018―1596　井川町北川尻字海老沢樋ノ口78－１
　　　　　　（役場内） 018―874―4417

大 潟 村 大潟村役場住民生活課 〒010―0494　大潟村字中央１－１ 0185―45―2114
美 郷 町 美郷町障害者虐待防止センター 〒019―1541　美郷町土崎字上野乙170番地10 0187―84―4907
羽 後 町 羽後町障害者虐待防止センター 〒012―1103　羽後町林崎字五林坂21－１ 0183―62―5312
東 成 瀬 村 東成瀬村地域包括支援センター 〒019―0801　東成瀬村田子内字仙人下30－１ 0182―47―3405

○県障害者権利擁護センター
名称（設置場所） 所 　 在 　 地 電話番号

秋田県障害者権利擁護センター
（秋田県健康福祉部障害福祉課内） 〒010―8570　秋田市山王４丁目１番１号 018―860―1331
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【
平
成
24
年
７
月
～
８
月
末
】

◎
一
般
金
銭
預
託
◎

・
秋
田
県
ヤ
ク
ル
ト
連
合
会　

様

４
０
０
，
０
０
０
円

・
第
一
会
館　

様

２
３
，
９
０
０
円

◎
指
定
金
銭
預
託
◎

・
秋
田
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会　

様

１
０
，
０
０
０
円

・
社
会
福
祉
法
人
遊
心
苑　

様

１
７
，
０
０
０
円

☟

東
日
本
大
震
災
義
援
金
へ

◎
物
品
預
託
◎

・
大
相
撲
秋
田
場
所
実
行
委
員
会　

様

大
相
撲
招
待
券
５
３
０
枚

☟

県
内
の
老
人
・
障
害
者
福
祉
施
設

35
ヵ
所
へ

・
有
限
会
社
大
都　

様

防
災
グ
ッ
ズ
・
飲
料
水

☟

秋
田
市
内
児
童
養
護
施
設
へ

　

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
関
係

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
金
銭
預
託
◎

・
秋
田
春
光
懇
話
会　

様
１
６
，
３
０
０
円

　

善
意
の
募
集
に
つ
い
て

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体

様
か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
御
寄
附
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
使
途
・
希
望
に
つ
い
て
◎

　

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動

や
障
害
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動

な
ど
社
会
福
祉
一
般
に
お
い
て
活
用
す

る
「
一
般
寄
附
」
と
、
寄
附
者
が
使
途

を
特
定
す
る
「
指
定
寄
附
」
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。●

問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
企
画
部

秋
田
市
旭
北
栄
町
１
―
５

℡
０
１
８
―
８
６
４
―
２
７
１
１

皆
様
の
善
意

秋田県ヤクルト連合会様からの寄附金贈呈式
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［湯沢市］湯沢翔北高校による除雪ボランティアの様子（平成24年1月） ［大潟村］道の駅おおがた　街頭募金の様子（平成23年10月） ［大潟村］ふれあい健康館 介護予防・生活支援事業の様子（平成23年12月）

［仙北市］街頭募金の様子（平成23年10月） ［鹿角市］街頭募金の様子（平成23年10月） ［仙北市］子育て支援事業の様子（平成23年8月）

平
成
24
年
度
赤
い
羽
根
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
作
品

湯
沢
市
立
湯
沢
南
中
学
校
　
１
年
　
川
口
　
茉
莉
さ
ん

毛
筆
デ
ザ
イ
ン
　
f
u
‐
d
e
‐s
i
g
n 

代
表 

佐
藤 

佳
奈

か
わ
ぐ
ち 

　

 

　ま

　り

～赤い羽根共同募金運動が始まります～

　

毎
年
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
多
く

の
御
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
10
月
１
日
か
ら
赤

い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま

す
。

　

今
年
で
66
回
目
を
数
え
る
共
同
募
金

運
動
は
、
12
月
31
日
ま
で
の
期
間
中
、

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

地
域
で
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
地
域

の
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
や
子
育
て

支
援
、
障
害
者
の
就
労
支
援
な
ど
の
事

業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
「
災
害
時
に
地
域

み
ん
な
で
助
か
る
た
め
の
活
動
」
を
対

象
と
し
た
、
重
点
テ
ー
マ
助
成
を
行
い

ま
す
。
こ
の
助
成
で
は
、
県
内
３
市
の

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
地
域
で
の
避

難
訓
練
や
、
災
害
時
に
必
要
と
な
る
機

材
の
整
備
な
ど
の
事
業
へ
の
助
成
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
ほ
か
に
も
、
火

災
・
風
水
害
の
被
災
世
帯
へ
の
見
舞
金

な
ど
、
地
域
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
共

同
募
金
は
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し

く
み
」
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
へ
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

平成24年度秋田県版ポスター

今年度秋田県目標額

210,926,000円

昨年度の募金運動の様子（横手市）

＊【今年度運動標語】
「ありがとう　あなたの思い　赤い羽根」

（湯沢市立湯沢南中学校１年　川口茉莉さん）
　県内の中学生から応募された16校76点の標語から最優秀
賞を決定しました。

＊【ポスター題字】
書道家　佐藤佳奈さん（秋田県在住）

　ありがとうの気持ちと共に、巡り巡って自分のところに
戻ってくる募金の仕組みをイメージし、題字を書いていただ
きました。


